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1 臺灣の皆様方へのお礼



1973年 台中市教育委員
会に出向いて、中華民国台湾
省の盲児の統合教育の制度
を学びたいと申し出ました。
そこで、韓繼綏老師とお会
いし、貴国の多くの視覚障害
教育関係者と出会いました。

私は、2010年から韓国の大
学や盲学校で視覚障害教育
の講義をしており、昨年はモ
ンゴルの国立盲学校でも専
門性向上の講義をしました。

今、私があるのは、韓繼綏
老師と臺灣の皆様方のお陰
です。今年3月、高雄市で古
萬喜老師の教え子林萃蘋老
師にお会いし、ご恩を返すの
は今しかないと決意して、韓
繼綏老師にお願いをしました。
臺灣の皆様には、感謝で一
杯です。

1973年 謝謝



韓繼綏老師、臺灣教師の皆様

台南大學啓明苑



台湾の学びの成果：盲教育の専門性の根源
私は、1973 年「北海道視覚障害教育研究会 1973年度会報 №16」
に台湾の統合教育と題して、次のことを記しました。

まず、台湾で一番お世話になった韓繼綏老師の人間の大きさと包
容力に驚き、また巡回指導教師の皆さんが特段に優れた資質能力
をお持ちになっていることに驚きました。。

1 教師は、この教育への強い熱情を抱いている。
2 教師は、盲児教育への使命感・責任感を強く抱いている。
3 教師は、盲児に対して持続的な教育指導を実施している。
4 教師は、総合的な判断力を持って職務している。
5 教師は、行動力があり、創造力・工夫力が旺盛である。
6 国は、国家事業として、将来展望に基づき、一貫性がある。
7 国は、児童生徒の眼の養護及び教材・教具への公的援助を組織
化している。(拡大教科書、点字教科書、教具等)
8 国は、巡回教師の養成を国家として実施している。
9 国は、医療扶助との関連で失明防止の努力をしている。



台湾の学びの成果 1975年 日本で初めて盲学校中学部から普通高校の統合教育

高校の隣の古いア
パートで同居

朝と夜の食事
学校への弁当

夜は、高校か
ら出されたプ
リント類の点
訳



2 日本の視覚障害教育の現況



2007年 発達障害を含めて、障害児を幼稚園、小学
校、中学校及び高等学校で教育することが科
野になる特別支援教育が制度化

特別支援学校には、法令において、障がいのあ
る児童生徒が学ぶ小学校、中学校、高等学校に対
して、その教育に関し必要な助言又は援助を行う
よう努めるものと規定

2007年 特別支援学校は、幼稚園、小学校、中学校、
高等学校にセンター的機能を発揮
→ 日本全国に約1000ヶ所の特別支援教育セ
ンターを設置と言い換えることができる。



日本の特別支援学校の現況 2016,5

小学校

中学校
高等学校

特別支援
学校



日本の特別支援教育の対象の概念図(義務教育段階) 2016.5

10.4%



日本の特別支援教育の現状～特別支援学校～ 2016年5月



日本の特別支援教育の現状～特別支援学級～ 2016年5月

弱視特別支援学級
全体の0.5%



①保護者は、障害児は恥ずかしいものではないという「障害児」
観を持つようになってきた。 → 障害児観の変化

②保護者は、小中学校でのいじめや、不登校を回避するため、少
人数で手厚い教育の場を求めるようになってきた。

→ いじめ、不登校の回避

③保護者は、個別の教育支援計画と個別の指導計画等のきめ細か
な対応を理解してきた。 → 適切な指導の実態

④保護者は、卒業後の支援体制が明確な高等部への就学を希望す
るようになってきた。 → 卒業後の就労

⑤保護者は、給食費、教科書費、学用品費、修学旅行費等を補助
する特別支援教育就学奨励費制度を理解してきた。

→ 経済的な支援体制

特別支援学校等就学者の増加原因



年 児童生徒数 学校数

2006年
2007年
2008年
2009年
2010年
2011年
2012年
2013年
2014年
2015年
2016年

104,592名
108,173名
112,334名
117,035名
121,815名
126,123名
129,994名
132,570名
135,617名
137,894名
139,821名

2016年度教員数

1,006校
1,013校
1,026校
1,030校
1,039校
1,049校
1,059校
1,080校
1,096校
1,114校
1,125校
82,372名

特別支援学校 児童生徒数、教員数の推移

※1 近年、増加している生徒は、知的障害高等部生である。
1０年間で１００校の知的障害高等部校が新設された。

※2 学校増に対応するため、新採用教員が急増
⇒ 教員の資質の低下、専門性の欠如？



視覚障害特別支援学校の現状等 2017.5

盲学校 62校 児童生徒数 2633名
→ 1校当たり 42名(幼少中高全部で)

※小学校・中学校に324名

盲学校以外の20校に2687名
→ 1校当たり 130名(幼少中高全部で、自宅から近いなど)

視覚障害に対して専門的な教育環境と言えない



日本の視覚障害特別支援学校等卒業生の進路現況 2017,5

区 分 卒業生 進学者

視覚障害特別支援学校中学部
中学校弱視特別支援学級卒業生

151名 151名

区分 卒業生 進学者 教育訓練
機関等

就職者 社会福祉
施設入所
等

その他

高等部
本科
卒業生

374名 101名
大学36名

専攻科62名

6名 58名 114名
重複障害

生徒

95名

区 分 151名の内訳 高等学校等 特別支援学校高等部

視覚障害特別支援学校中学部
中学校弱視特別支援学級卒業生

6名 145名

就職者
58名

専門的
技術者

事務従
事

サービ
ス従事

農林従
事

製造・
加工

運搬・
清掃

その他

男 11 3 9 1 1 8 1

女 3 3 1 5 2

2015年度厚生労働省視覚障害者の職業別就職件数２２８３件（１００％）
専門的・技術的職業１２０６件（５２．８％）
１．あんま・鍼・灸・マッサージ１０６３件（４６．６％） ２．ヘルスキーパー５４件（２．４％）
３．機能訓練指導員４５件（２．０％） ４．理学療法士２６件（１．１％）
５．ケアマネージャー６件（０．３％） ６．情報処理技術者７件（０．３％）



日本の視覚障害特別支援学校高等部学科数と学科別生徒数 2017,5

日本の視覚障害生徒のための学科
62の学校に129学科ある。
在籍する生徒は、1年生から3年生、980名である。
1学科7.5名、1学年2.5名である。

特別支援学校児童生
徒一人当たりの学校教

育費

7,252,341円
小学校の約8倍
中学校の約7倍

視覚障害特別支援学校児童生徒一人当たりの学校教育費
1000万円以上と推測されます。



日本の視覚障害特別支援学校教員の免許所有の状況 2017,5

※1 自立教科等：高等部職業科理療科教員

※2 理療科教員と幼小中高等部の盲学校免許所有
は、

約6割、4割は最低の知識も持たない。

※3 多くの学校は、5～7年で他校に異動 専門性
が根付かない。

※4 在校生の約3割が重複障害児、点字使用児童生
徒の指導をしたことのない教員が多い。

専
門
性
に
係
る
課
題



北海道の視覚障害教育の現況 2016,5

函館盲学校
7名 1895年

札幌視覚支援学校
96名 2015年

旭川盲学校
19名 1922年

帯広盲学校
14名 1937年

2017年度 北海道の特別支援学校
７2校 ５８１７名



日本の盲学校が取り組んでいる専門性向上の内容
2013年度 全国特別支援学校長会研究集録

回答数 ６１校

取り組んでいる専門性 数

点字の活用 51

障害の特性の理解 50

教科等の指導法 46

障害克服等の指導 42

個別の指導計画 31

教育相談 31

視覚を活用するこ
とが困難な幼児
児童生徒への専
門性 →
盲教育の専門性

視覚を活用するこ
とが可能な幼児
児童生徒への専
門性 →
弱視教育の専門性

教
育
原
理
は
共
通

教
育
方
法
は
個
別



盲児への専門的な指導内容として、空間把握の基盤とな

るボディイメージ等の歩行指導、基本的生活習慣を身に付け
させる指導、文字コミュニケーションの基盤となる点字触読指
導が基礎、その基盤は、盲児の行動を読み解く力。

盲教育の専門性 盲児の困難点の軽減

盲児の学校生活上の３大困難点
①歩行 ②基本的生活習慣 ③点字



盲教育の専門性 行動観察による視力の推定
（０．３×見分けたものまでの距離ｍ単位）

（見分けたものの長さｍｍ単位）

鈴木重男 「視覚・聴覚・言語障害の医療・療育・教育」改訂２版」金芳堂より引用



盲教育の専門性 触察指導の基本

身体軸

問題点



3 失われる専門性の基盤：行動観察



ケンタくん
2階から階段を落下し、

頭部打撲の事故
視覚野にダメージを負った

医師から
全く見えないといわれた





1988年指導 女児A 2歳11ケ月 2001年指導 男児B 3歳6ケ月

盲・知的重複障害幼児の実態

・移動 ： 7～8ケ月程度「座って遊ぶ、頭を床に付けて移動する。
： 物につかまって立つが伝い歩きができない」

・手の運動 ： おもちゃを右から左に持ち変えることができる。
・基本的生活習慣 ： 6ケ月程度 「コップを持って水を飲む、おむつを使用」
・対人関係 ： 優しい声と怒った声を理解することができる。
・発語 ： 有意味言語は無い
・言語理解 ： 1歳程度 「バイバイ・ちょうだい・ねんね」を理解

５点(頭、両手、両足)接地による身体移動



女児Aの当初実態 1988.4.28 2歳11月
移動方法と環境の把握



指
導
前

行
動
観
察

本児の特性？ →

かなみ映像/1 かなみの実態.avi


A女児 遠城寺式・乳幼児分析的発達検査表（九大小児科改訂）

1988.4.28
2歳11月

運 動 社会性 言 語



参考資料 1960 Kephart、N The Slow Learner in the Classroom. 
Columbus、Ohaio Charles E. Mcrrill Books、 Inc. 佐藤剛訳：発達障害児（上）. 医歯薬

出版

1 平衡維持と姿勢保持の能力
身体姿勢及び身体バランスを高める。

2 移動能力
平地、坂、階段を歩いたり登ったりと
いう身体移動能力を高める。
3 手による接触と操作の能力
手を伸ばす、手で握るなどの手指の
操作能力を高める。
4 前進と応対の能力
音・音声に向かって歩く、音・音声の
変化への応対能力を高める。

盲・知的重複障害児の心理運動指導の原理

運
動
の
発
達

社会性の発達
・基本的習慣
・対人関係

言語の発達
・言語理解
・発語



盲・知的重複障害児への心理運動指導の内容と方法

5点移動

・手で支持

・不安定物で支持

・不安定時には介助

・階段昇降

・音・音声への目的的歩行

立位による歩行

指導目標
立位歩行 →
手指の活用 →
・立位姿勢により、エコー
ロケーションを幅広く使う
ことができる。
・手は、眼の代わりとなっ
て、環境を認識する。

かなみ映像/2手での支持.avi
かなみ映像/3不安定物の支持　坂.avi
かなみ映像/4指導者を信じて.avi
かなみ映像/5階段昇り.avi
かなみ映像/6目的的歩行.avi




3 盲・知的重複障害児への心理運動指導の内容と方法

5点移動

・手で支持

・不安定物で支持

・不安定時には介助

・階段昇降

・音・音声への目的的歩行

立位による歩行

かなみ映像/2手での支持.avi
かなみ映像/3不安定物の支持　坂.avi
かなみ映像/4指導者を信じて.avi
かなみ映像/5階段昇り.avi
かなみ映像/6目的的歩行.avi




3 盲・知的重複障害児への心理運動指導の内容と方法

5点移動

・手で支持

・不安定物で支持

・不安定時には介助

・階段昇降

・音・音声への目的的歩行

立位による歩行

かなみ映像/2手での支持.avi
かなみ映像/3不安定物の支持　坂.avi
かなみ映像/4指導者を信じて.avi
かなみ映像/5階段昇り.avi
かなみ映像/6目的的歩行.avi




3 盲・知的重複障害児への心理運動指導の内容と方法

5点移動

・手で支持

・不安定物で支持

・不安定時には介助

・階段昇降

・音・音声への目的的歩行

立位による歩行

かなみ映像/2手での支持.avi
かなみ映像/3不安定物の支持　坂.avi
かなみ映像/4指導者を信じて.avi
かなみ映像/5階段昇り.avi
かなみ映像/6目的的歩行.avi




3 盲・知的重複障害児への心理運動指導の内容と方法

5点移動

・手で支持

・不安定物で支持

・不安定時には介助

・階段昇降

・音・音声への目的的歩行

立位による歩行

かなみ映像/2手での支持.avi
かなみ映像/3不安定物の支持　坂.avi
かなみ映像/4指導者を信じて.avi
かなみ映像/5階段昇り.avi
かなみ映像/6目的的歩行.avi




女児A「遠城寺式・乳幼児分析的発達検査表（九大小児科改訂版）」

1988.4.28
2歳11月

1988.12.9
3歳6月

運 動 社会性 言 語



男児Bの当初実態 2001.4.14 3歳6ケ月
移動方法、環境の把握



指
導
前

行
動
観
察

本児の特性？ →











4 エコーロケーションと超音波環境把握器



「直接音」

◎音源定位「直接音」
直接音を両耳の時間差、強度差で

音の発している物体属性と距離・方向の認識

等距離

同強度 同強度 大強度 小強度

等距離

同強度 同強度

短距離
長距離



「間接音」エコーロケーション

◎反響定位「間接音」
反響音を過去の体験と照らし合わせて

反響している空間の属性と距離・方向を認識

工事中の防音壁
靴裏でコツコツコツの音

1枚1枚の凸部で反響ビｮ～ンビョ～ン

やまびこ



公共空間における音環境のユニバーサルデザインに関する研究
２００６年１２月 船場 ひさお（フェリス女学院大学）

～白杖歩行者の音の利用～

アンケート対象者 20歳～70歳 平均52歳
全員視力 ０程度 男子53名 女子50名 計103名

質問事項 強くそ
う思う

どちらか
といえば
そう思う

思わ
ない

その他

街頭の音は場所の目
印になる 直接音

70% 20% 7% 3%

周囲の人の出す音を
聞いている 直接音

57% 24% 15% 4%

杖の音で周囲に何が
あるかイメージして
いる 間接音

41% 30% 24% 5%



演 習

目隠し歩行(アイマスク)

○壁に向かって歩いてみよう



盲児の耳で見る力をつける工夫

K-Sonarの
紹介

K-Sonarの実演



イギリス海軍で潜水艦のソナー探知

を専門としたDr.Leslie Kayは、1965年、
探知で使う超音波技術を応用して、視
覚障害者のためのSonic-torchを開発。
その後、1969年、眼鏡型、かつ両耳

間強度差による方向定位が可能なステ
レオ音表示のSonic-guideを開発。

K-sonarは、2003年、 Sonic-guide
の廉価型として、 Sonic-guideの距離
情報と音色情報 を生かして開発。



Sonic-guide

K-Sonar

Leslie Kay1969

Leslie Kay2003

Sonic-torch

Leslie Kay1965

Dr.Leslie Kayが開発した
超音波環境探知機



K-sonar(Leslie Kayの機器)音は、
物体までの距離を

周波数ピッチにより表示



距離情報と88鍵盤ピアノの音の高さとの関係

中央「ド」は261.6 Hz 
26cm離れたピッチ音

「三点ハ音」は約1m離れ
た距離のピッチ音

音楽教師は、
楽器として
演奏可能



３ｍ

3000Hz
ピンピンピ

ン

３ｍ前に
電信柱が
あるぞ！

3000Hz

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&docid=n53XncnLY23jpM&tbnid=n0dBlftskYC1PM:&ved=0CAUQjRw&url=http://cute-illustration.com/life/human.html&ei=WXUJUYH9M4nImAW7t4DgBA&bvm=bv.41642243,d.dGY&psig=AFQjCNHK25laRlznY97bIgezeAPLDoR6WQ&ust=1359660678418911
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&docid=79vLoVIEIPFXjM&tbnid=9KGXhS0rjmDBbM:&ved=0CAUQjRw&url=http://illustration-free.com/timeclock/timeclock-dl-03.html&ei=SnIJUYKuMcbHkQW0_IDgDw&bvm=bv.41642243,d.dGI&psig=AFQjCNFO71zXu-I1imXIy6_0v92rWOuZXg&ust=1359659946921366


探知の範囲

探知の範囲
横120㎝
高さ130㎝
玉蜀黍状



物体の方向は、手首のスキャニングで

ピンピンピンと
両耳から入ってくる音が
頭の中心で一つになる



K-sonarの音情報は、Sonic-guideの音情報と同様、超音波が反射した
同じ物体でも、静止音と移動音の提示内容が異なっている

凸型鋼板1メートル間隔平行移動

凸型鋼板1メートル間隔正面



直径９㎝ 鉄製街路灯 スペクトログラム

静止音 距離1m

移動音 距離５m→1m

k-sonar音/街路灯静/110825_001.mp3
k-sonar音/街路灯動/110825_002.mp3


静 的 状 態 の 擬 声 音

動

的

状

態

の

擬

声

音

区分 ピン
ピン～

ビン
ビン～

リョン
リョン～

リョシュ
リョシュ～

ショヤ
ショヤ～

ジョヤ
ジョヤ
～

ピンピン!～
標識
ポール
街灯
ポール

コンクリート
電柱

ジョアジョア～ トタン看板
モルタル
塀
レンガ壁

ピンピン!!!～
コンクリート
塀（つなぎ
目有り）

金網フェン
スナイロン
ネット

ビュゥビュゥ～ ブロック塀

ブォョブォョ!!!～ 工事用鋼
板防護壁

シュフィン
シュフィン～

波型トタン
塀

金属フォン
ス

ビュフビョフィ アルミフェ
ンス

シュアシュア～
多種樹
木の生
け垣

シャアシャア～ ビニール
シート 石垣 粗いハケ塗

りの塀
密生した
オンコの
生け垣

雑草の
土手

環境構成物への静止音と移動音のマトリックス



Sonicguideの指導評価の方法

①先天盲児・早期失明児には、
ミニュチュアでジオラマを作製する指導

②中途失明者は描画させる指導

ミニュチュア



電信柱、交通標識ポール、
街路灯ポール 街路樹 庭木 ブロック塀 コンクリート塀

波板鉄板・鋼板塀 木の塀 縦棒がはいったフェンス 生垣 街路樹、庭木

自動車 電話box 自販機 門 人 小さい家 大きい建物

ソニックガイド音で環境物体を認識しているかどうかを評価する方法
ミニチュアで環境を構成し、口頭でさらに説明



音色と実物と距離等を学ぶ基礎的な遊び



1979年の指導事例 MATHUURA  Takashi(Born: 1964)
1977  VHLフォン・ヒッペル・リンドウ病で片眼摘出、片眼視力0

１ 指導期間 1979年 6月19日 ～ 10月22日
指導内容 基本的指導とソニックガイド音と実物との対応指導

２ 指導期間 1979年10月24日～
・コントロールした限定した環境を、納得がゆくまでソニックガイドで観察
・観察中の環境物体に体の一部を多少なりとも接触した場合は、観察
の場所を変更
・レーズライターで描く際、一切の示唆を与えず、自由に想起させて描写
・描写後に描いた絵の説明として、ソニックガイドで知り得た環境情報を
カナタイプライターで記述するとともに、描いた絵を口頭でも説明
・レーズライターへの描写及びカナタイプライターの記述は、観察場所か
ら学校に戻って実施、観察後30分以内。

鈴木重男 1979年2月 Sonic-guide   Instructor

Suzuki, Sigeo. "Evaluating Methods for Teaching Orientation and Mobility with Sonicguide." 
Journal of Visual Impairment and Blindness (January 1986): 537-8.





車道側に街路樹が等間隔に4本あり、歩き始めたてところから、直ぐの街路
樹のそばに電柱が立っていた。反対側は、腰ぐらいの高さに石の塀が続いてい
た。

1979年10月24日



道幅は狭く、両側には木が不規
則に立っていた。枝が頭上にまで
伸びてきていた。

1979年10月29日



道の右側は塀で、材質はコンクリートで、継目があった。つきあたりも塀で、
材質は波トタン、左へ行く道があった。道の左側は、手前から門、電柱、木の
順にあり、門の材質はコンクリート。

1979年110月7日



ジオラマ
パーツ



玄関.avi
トイレ移動.AVI


5 Orientation & Mobility





盲児の頭の中に地図を入れる指導



点地図の作成
距離、方向、地名

ボディ
イメージ

・部位名
・動作名
・絶対的

方向
・相対的

方向

Mental  
Rotation

心的回転

体の中の地図 手の中の地図 頭の中の地図



1 ボディーイメージ要素
2 方向概念要素
3 対音源歩行要素
4 音源軌跡要素
5 歩行軌跡要素
6 対風、対太陽に対しての身体の方向づけ要素
7 空間構成物の関係把握要素
8 白杖探索要素
9 白杖操作要素
10 歩行標識と点地図作成要素
11 読図歩行要素
12 雪路白杖操作要素

Orientation能力を高める指導プログラム



ボディイメージ 体・顔 平面作成



ボディイメージ 部位名・動作

デ
ッ
サ
ン
人
形

マ
ネ
キ
ン



ヘレン・ケラー
人形遊び

ジオラマ
教室内配置
学校の配置



音源定位(左右) 位置指示シート



ロケーターに 指向性
メガホン状の筒を取り付ける

6ボルトのトラック用
バックブザーに電池を装着



音源軌跡指導装置

天 井 面 の ス ピ ー カ ー

前
方
壁
面
の
ス
ピ
I
カ
I

： スピー
カー

盲児は、どのスピーカー
が音源かを弁別する。

機器を操作して、
音源を次々と移
動させる。



音源軌跡指導装置(自校開発)
18個のスピーカーと音源位置が対応し
て振動するバイブレーター付き指示器



音源定位(5方向・9方向) 位置指示シート



交差点モデル学習



歩行軌跡 ベルト歩行



軌跡指導のフェライト磁石と持参用鉄板



○幼稚部
①ボディイメージ
・主要な体の部位名
・基本的な動作
・Laterality（絶対的方向）の
強化

②軌跡 ・基本的な動作
・単純な歩行軌跡
・音源定位→音源移動軌跡
③地図
・室内ミニチュア
・トレーリングと防御
・障害物（空間構成物）の
発見と賞賛

④白杖探索
・音で
・白杖からの感触で

段階的歩行指導①



盲幼児の白杖探索 白杖は、何かを見つけくれる。
白杖は、音を出してくれる(白杖が土や草、アスファル
ト、電柱等に触れると異なる感触と音がする)

釣竿
バドミント
ンラケット

筋力の低い盲幼児等に対して、通常の白杖は重たす
ぎることから、手元が太く、先が細いテーパ構造の白
杖を自作・特製する。



介助歩行と歩行ルートの再現 遊びとして
介助歩行で図形歩行とその再現

教師は、紙に鉛筆で、
歩行ルートを記録する。

積み木・フェライト磁石で、
歩行ルートを再現する。

歩行例

「THE IMPORTANCE OF ORIENTATION AND MOBILITY 
SKILLS FOR STUDENTS WHO ARE DEAF-BLIND」

Helen Kel ler National Center Perkins School for the 
Blind Teaching Research

http://www.tr.wou.edu/dblink/pdf/o&m.pdf   



○小学部低学年
①ボディイメージ
・細かな体の部位名
・様々な動作
・Directionality（相対的方向）の強化
②軌跡
・図形的歩行軌跡
・交差点における交通音の流れ
③地図
・校舎内
・学校敷地内
・学校周辺
④タッチ テクニック
・２ポイント タッチ テクニック
・ショートケーン・テクニック
・ガイドライン・テクニック
・スライド・テクニック
⑤ルート歩行（近辺の店への買物：自立の一歩）

段階的歩行指導②





○小学校高学年
①軌跡
・図形的歩行軌跡（45゜、9O゜、135ﾟ、270ﾟ、315ﾟ）
・太陽・気流を用いた閉鎖図形歩行
②地図歩行
・学校周辺
③交通機関の使用
④ルートによる単独帰省

○中学部以上
①居住地読図歩行
②目的歩行
・交通機関の使用

段階的歩行指導③



臺灣 台湾 加油



日本 阪神・東北・熊本・近畿大震災
臺灣の皆様のご支援に、感謝申し上げます。

安倍晋三首相
非常感謝溫暖的慰
問，也感謝台灣許多
老朋友的聲援。「患
難見真情」。 希望今
後將繼續作為友人
在面臨困難時互相
幫助。

蔡英文總統
日本の近畿地方で発生した
地震で被害に遭われた日本
国民の皆様に謹んでお見舞
い申し上げます。 また、被害
に遭われた方々の速やかな
回復と被災地の早期復旧を
心からお祈り申し上げます。
台湾は震災後の動向に注目
していくとともに、日本に対し
て出来る限り必要な支援を行
う用意をしています。

古くからの友人
老朋友、感謝



お礼

韓繼綏老師、これまで45年間のお導き
心より厚く感謝申し上げます。

また、台湾の皆様方からの教えがなければ、
私は、北海道の盲児への指導が

十分にできなかったことと思っております。
この度、このような機会を得ることができ、
何とかその恩返しをすることができました。
関係各位には、心より厚く御礼申し上げます。

謝謝。


